山梨県における創業及び経営革新計画実態調査

問１ 現在の会社を創業された方について、お伺いします。
 （１）創業者の性別：該当する番号１つに○を付けて下さい。
1. 男性
 
2. 女性
 （２）創業時の年齢：記入欄に創業時の年齢をご記入ください。　　　　（　　　　　　）歳
 （３）創業する直前のご職業等：該当する番号１つに○を付けて下さい。
 1. 会社員（定年退職前）
2. 定年退職者
3. 研究者 
4. パート・アルバイト等 

 5. 主婦／主夫 
6. 学生 
7. 社内ベンチャー 
8. その他（　　　　　　　　）
 （４）（就業経験のある方）前職との関係について、当てはまる内容１つに○を付けて下さい。
1. 同業種（同業界）で創業し、前職の会社と協力・取引関係などがある
2. 同業種（同業界）で創業したが、前職の会社と協力・取引関係などはない
3. 異業種（異業界）で創業した
問２ 事業の概要について、お伺いします。
 （１）設立年月：回答欄に設立年月をご記入ください。　　　西暦（　　　　　）年　（　　　）月　
 （２）業種：売上高の最も高い業種を１つ選び、主な取扱品目・業務内容をご記入ください。
1. 製造業

2. 建設業
3. 卸売業
4. 小売業 
5. 運輸業
6. 不動産業 
7. 飲食業 
8. 印刷・出版業 9. ソフトウェア・ 情報処理業
10. 法人向けサービス業 
11. 個人向けサービス業 
12. その他（　　　　　　）
主な取引品目（　　　　　　　　　　　　）・業務内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 （３）資本金：金額をご記入ください。個人事業主の方は記入欄にチェック☑を入れてください。 
　　　　資本金（　　　　　　　　　　　　　　　　）円　　・個人事業主　□
（４）従業員数：回答欄に創業時の従業員数と現在の従業員数をご記入ください。
創業時の従業員数（　　　　　　　　　）人・現在の従業員数（　　　　　　　　　　）人
（５）事業の拠点：該当する番号１つに○を付けて下さい。
1. 自宅

2. 事務所(一般賃借)
3. 民間インキュベーション施設
4. 公的インキュベーション施設

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（６）年間売上：年間売上をご記入ください。※創業1年未満の方は、見込みの年間売上をご記入ください。　　　　　　年間売上　（　　　　　　　　　　　　）円
（７）収益状況(経常利益)：直近の決算、または今期の見込みについて該当する番号１つに○を付けて下さい。
1. 黒字

2. 収支がほぼ釣り合う

3. 赤字
（８）今後の経営の方向性：該当する番号を全てご記入ください。
1. 生計を維持する程度の規模

2. 従業員を雇用し一定の規模を目指す
3. 成長・拡大を目指す


4. ＩＰＯ(株式公開)を検討している
5. 事業を成長させ、譲渡・売却を目指す 
6. 思うように進んでいないため休廃業を検討
（９）創業時の見通しと比較した現在の経営状況：該当する番号１つに○を付けて下さい。
1. 見通しを大きく上回っている 
2. やや見通しを上回っている
3. ほぼ見通し通り


4. やや見通しを下回っている
5. 見通しを大きく下回っている
（１０）前問（９）において「見通しを下回っている(選択肢４・５)」と回答した方に伺います。
下回った要因と思われることについて、具体的にご記入ください。 
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問３ スタートアップ時(創業準備時)について、お伺いします。
（１）創業の動機について、該当するもの全てに○を付けて下さい。
1. 企業経営・独立に興味があった


2. 自分の裁量で仕事をしたかった
3. 経験・資格を活かしたかった 


4. 趣味や特技を活かしたかった
5. 自分の技術やアイデアを事業化したかった 
6. 社会に貢献したかった
7. 定年後も働きたかった 



8. 空いた時間を活かしたかった
9. 収入を増やしたかった 



10. 育児や介護と両立したかった
11. 希望する就職口がなかった 


12. やむを得ず失業したため
13. 自力で収入源を確保する必要に迫られた
14. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（２）創業した事業を選択した理由について、該当するもの全てに○を付けて下さい。
1. 自分の知識・技術・経験・人脈を活かせるから
2. 以前から憧れや興味があったから
3. アイデアがあったから 



4. 少額資金で始められるため
5. 特殊な技能や経験を必要としないから 

6. 確実な需要が見込まれたから
7. 明確な見込み客を確保できたから 

8. 成長が見込まれる分野だから
9. 社会的課題に貢献するため


10. 事業のパートナーがいたから
11. 事業に使える資産(土地建物など)があった
12. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（３）創業の準備にあたり、重要と思われる要素について、上位３項目を順番にご記入ください。
1. 資金調達 

2. 販路開拓

 
3. 仕入れ先の確保
4. 人材確保

5. 経営ノウハウの習得 

6. 業界の専門知識の習得
7. 相談相手（メンターなどの指導者）

8. 相談相手（同業者などの相談相手）
9. 大企業の支援

10. 大企業とのコラボレーション
11. 創業に対する情熱
12. 家族の理解・協力
13. 創業後の生活費の確保
14. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  １位　（　　　　　　　　　　　）　　　２位　（　　　　　　　　　　　　　）　　３位（　　　　　　　　　　　）
（４）創業に際して相談した内容や相談したかった内容について、該当するもの全てに○を付けて下さい。
1. 開業に必要な手続き・許認可等の届け出 


2. 各種法規制
3. 個人事業または法人の選択 
4. 記帳の進め方
5. 資金調達の方法
6. 補助金・助成金制度 

7. 事業計画の立て方
8. 業界や市場の動向
9. 販路開拓方法 


10. 物件情報

11. 人材の採用方法
12. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（５）創業にかかった費用の総額・自己資金額：それぞれ回答欄にご記入ください。 

　　費用総額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）円
　　自己資金額
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）円
（６）利用した創業支援策について、該当するもの全てに○を付けて下さい。
1. 創業に関する知識を習得するセミナー

2. 創業者向け融資制度
3. 創業補助金(創業促進補助金・開業資金助成) 
4. 創業支援ファンド
5. 創業全般に関する相談窓口


6. 創業経営者等との交流機会
7. 公的インキュベーション施設 


8. ビジネスプランコンテスト
9. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10. 創業支援策を知っていたが利用しなかった
11. 創業支援策を知らなかったので利用しなかった
 問４ 創業後について、お伺いします。
 （１）創業してから苦労した／苦労している課題について該当する全てに○を付けて下さい。
 1. 資金調達

2. 販路開拓


3. 技術力の向上
 4. 価格交渉力

5. 会社への信用

6. 商品・サービスへの信用
7. 商品・サービスの開発 
8. 商品・サービスの価格競争
9. 受注対応力・生産能力
10. 宣伝・ＰＲ

11. 人材確保


12. 人材育成
13. 知識・ノウハウの不足
14. 組織の基盤作り 

15. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
16. 特にない
 （２）経営を軌道に乗せるために有効と思われる支援策について該当するもの全てに○を付けて下さい。
 1. 経営に関する知識を習得するセミナー
2. 創業者向け資金の供給拡大
 3. 補助金・助成金



4. ベンチャーキャピタルの紹介
 5. 経営に関する相談窓口


6. 公的インキュベーション施設
7. 創業経営者等との交流機会

8. ビジネスマッチング
9. 展示会出展支援


10. 専門家派遣
11. メンターの紹介

12. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
13. 特に必要ない
問５　経営革新計画についてお聞きします。（別紙参照）
（１）経営革新計画をご存じですか。

1. 知っている

2. 知らなかった
（２）利用したことがありますか。 


1. ある


2. ない
（３）今後利用してみたいと思いますか(再利用を含む)。

1. 利用を検討したい 


2.  わからない

3.　利用の意向はない（その理由をご記入ください　　　　　　　　　　　　　）
 問６ ご自身の創業の経験を通じて、県に対しご要望・ご意見などございましたらご記入ください。

 ～ご協力いただき、誠にありがとうございました～ 
1

